
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: ○　これまで家庭での自主学習として、新聞記事の切り抜きと自分の考え（社説）を「自学ノート」にまとめ　ることに取り組んできた。その取組の中で、児童の「自学ノート」をコピーしたものを教室や校内に掲示し　たり、学級通信で紹介したりすることで、新聞に親しみ社会の出来事に関心をもつ児童が増えてきた。●　今年度は、道徳や社会科の学習で新聞記事を取り上げることができたが、各社の記事を比較して考えるな　どの活動は展開できなかった。児童の思考・判断・表現力を高める上でも、日頃から教師自らが新聞記事に　対するアンテナを高く・広くしておき、日々の学習に生かしていく必要がある。
	TextField2: 「卒業することは当たり前のことではなくて、とても意味のある大切なこと」「卒業までの日を大切に過ごし思い出に残るよい卒業式にしたい」など、自分たちの小学校卒業という一つの節目に対する意識を高めることができた。また、「当たり前のことが本当にありがたいことだ」など、平和への考えを深めることができた。
	TextField2: １　卒業式を約一ヶ月後に控えた現在の気持ちを出し合う。２　「66年ぶりの卒業式」についての新聞記事を読んで話し合う。　(１)教師が範読する。　(２)卒業式に出席した人々の気持ちについて話し合う。３　「66年が過ぎた今、なぜ卒業式が行われたのか」について話し合う。　４　「これから自分は…」という視点で本時の学習を振り返る。（留意点）○　新聞記事の写真をよく見たり、新聞記事の中で紹介されている現在の高校３年生の女子生徒や82歳を迎え　た卒業生たちの言葉に注目させたりして、この出来事の意味について考えを深めるようにする。○　新聞記事を印刷したものを児童一人一人に配布することで、線を引いたり「道徳ノート」に貼ったりして　学習のあしあとを残すようにする。○　本時学習の様子を学級通信にまとめて家庭に配布することで、家庭への啓発などにつなげるようにする。
	TextField2: 「心のノート」(文部科学省)にある『社会をつくる』内容項目8時間中の１時間本時以降：主題名「生命輝かせて」、資料名「命のメッセージ」内容項目3-(1)生命尊重
	TextField2: 紹介された新聞記事の出来事から、「66年が過ぎた今、なぜ卒業式が行われたのか」について、今年度の道徳の学習で書き続けている「道徳ノート」に自分の考えを理由付けて書くことができたか。
	TextField2: 内容項目：高学年4-(6)愛校心　○戦時中に中断された地元の旧制高等女学校の卒業式が、66年ぶりに行われた新聞記事を基に、その理由や意味を話し合うことを通して、平和の尊さや自分の行動について考えを深める。
	TextField2: 66年ぶりの卒業式
	TextField2: 道徳　４３人
	TextField2: 第６学年
	TextField2: 福山健太・福田絹子
	TextField2: 北九州市立八幡小学校
	TextField1: 社会の出来事を知り、自分の考えを深めよう



